
船舶事故調査報告書 

平成２９年１１月１５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２９年７月２７日 １４時５０分ごろ 

発生場所 鹿児島県出水
い ず み

市米ノ津
こ め の つ

港 

 米ノ津港西防波堤北灯台から真方位１１２°９２０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°０７.９′ 東経１３０°２０.６′） 

事故の概要  貨物船大島
おおしま

丸は、着岸操船中、浅所に乗り揚げた。  

事故調査の経過 平成２９年８月７日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 大島丸、１９９トン 

 １３４５６８、不動海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 中央部船底外板に凹損及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期  

 事故の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、大豆粕約６００ｔを積載し、 

米ノ津港で着岸操船中、船長が着信した携帯電話の操作を行っていた  

ところ、岸壁北東方の防波堤に近づき、着岸のために右舵を取った

際、同防波堤付近の浅所に乗り揚げた。 

 本船は、船底調査の結果、運航に支障がなかったので、継続して 

運航された。 

 本船は、喫水が船首約２.６５ｍ、船尾約３.６５ｍであった。 

 船長は、約１０年前から月約２回の頻度で米ノ津港へ入港してい

た。 

分析  本船は、米ノ津港で着岸操船中、船長が、着信した携帯電話の操作

を行ったことから、右舵を取る時機が遅れ、防波堤に接近した状態で

右回頭して防波堤付近の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、米ノ津港で着岸操船中、船長が、着信した携帯

電話の操作を行ったため、右舵を取る時機が遅れ、防波堤に接近した

状態で右回頭して防波堤付近の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・着岸操船中には、操船に専念すること。 

 


